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ハウス内での人工接種，散水条件下におけるダイズ品種の紫斑病抵抗性検定
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1　緒　　　　言

ダイズ紫斑病（Cgrrク∫′ク′α点上β〟‘カバMAtSumOtOet

Tomoy88u）は，子実に紫色の斑紋を生じて・多発すると

子実の品質評価を低下させる大豆の主要病害の一つである。

本試験では，これまでの試験で紫斑拉発生が少なかった大

豆の品種及び紫斑病抵抗性とされる外国導入品種を供試し・

ハウス（黒色寒冷紗及びビニールフィルム被覆）内の紫斑

病菌の人工接種及び散水条件下で抵抗性検定を実施したの

で，その結果を報告する。

2　■眈　験　方　法

11）試験年次1980年と1981年。

t21供託材料　75品種（国内53品種と外国導入22品種・

ただし2か年とも供試したのは62品種）。

13）検定条件

1）ハウスの設置及び被覆　ハウスの設置；8月上旬・

鼠色寒冷紗被覆；8月上旬～成熟期．ビニールフィルム被

覆；10月上旬～成熟期。

2）紫斑病菌の人工接種　8月下旬。

3）散水　ハウスの設置時から成熟期まで毎夕動力噴

霧機で行った。

㈲　調査項目　一般生育，収量調査のはか，紫斑粒率と

紫斑粒発生指数（無：0，微：1，少：2，中：3・多：

4，甚：5の6段階評価である。以下，発生指数と略記）。

3　賦験結果及び考察

11）ハウス内処理における紫斑粒の発生程度

紫斑粒発生程度の熟期群別の推移を年次及び圃場とハウ

スごとに示したのが図1である。本試験では紫斑粒発生程

度の評価のために紫斑粒率と発生指数を調査した。図1の

両者の熟納群別推移は，年次及び圃場とハウスとも中生の

晩の品種群をピークとした同じ幌向となった。熟期群によ

り紫斑粒発生程度の差異が大きいことがわかる。なお，紫

斑粒率と発生指数間の相関係数は0．882＊＊となったnまた・

1981年のハウスと圃場における熟親群別推移を比べると・

概してハウスの発生指数が高く．特に早生の晩及び中生の

早の品種群と晩生及び極晩生の品種群では圃場との差が大

きかった。紫斑粒の発生を高めるためのハウス円処理の効

果は明らかである。次に1980年と1981年では・Zか年と

一105－

も中生から中生の晩の晶捧群で紫斑粒発生の多いのは共通

であるが，早生品種群と晩生の早及び晩生品種群では’80

年が多く年次間差がみられた。すなわち．年次により紫斑

拉発生程度の水準が異なるほか，その熟期別の推移が異な

ることがわかる。紫斑病抵抗性検定には供試品種の早晩性

や年次による紫斑拉発生の差異を少なくできる条件が理想

である。本試験のハウス内処軌は，紫斑粒の発生を高め得

たが，まだ自然状態での紫斑拉発生推移を完全に制御し得

ていないのが現状である。

早　　中　　　　　中　　晩
早　　の　　の　中　　の　　の　晩
晩　　早　　　　晩　　早

終　　期　　群　　別

図1供試品種の熟期群別紫斑粒発生程度の推移

121紫斑拉発生程度の品種間差異

ハウス内処理における供試品種（2か年供誌の62品種）

の紫斑拉率と成熟期の関係を図2に示した。供試品種の紫

斑粒率は．最大値がWellsの64％で最小値はWhiteBi．

loliの1％であり．広範囲に分布している○また成熟期別

では，図1に示した熟期群別の紫斑拉率の推移と同一傾向

がうかがえ，かつどの時期でも紫斑拉率の変更幅の大きい

ことがわかろ。これは発生指数と成熟期との場合も同様で
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あった。図2には発生指数の少ない品種を一印で示した。

これらの品種は概して紫斑粒率も低いが．なかには紫斑粒

率の比較的高い品種も含まれろ。発生指数が紫斑粒率のほ

か病斑面積率をも加味していることによる。
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図2　供試品種の紫斑粒率と成熟期の関係

注．▲印は発生指数の少ない品種

表1紫斑粒発生の少ない品種一覧

次に，2か年の試験結果をもとに．紫斑粒発生の少ない

品種を早生，中生及び晩生と大別した品種群から選定して

表1に示した。早生品種群では供試15品種中から，指標品

種も含めて，早生金，筑後大豆，コガネダイズ等7品種．

中生品種群では供試29品種中から霜川．T207，農林2号

等11品種，及び晩生品種群では供試31品種中からアキヨ

シ．Wbite8iloェi．操田大豆等8品種で，合計26品種を

選定した。なお，晩生及び極晩生品種群は，図1及び2の

右端に位置するが，「股に紫斑粒の発生が少ない。これら

の品種群では登熟期が秋冷期の低温となるので紫斑粒の発

生が抑制されると推察される。これらの品種群から8品種

を選定したが更に検討を要するであろう。外国導入品種は

22品種供試したが，表1に残されたのはP．Ⅰ．200479．で

207，Wbite Biluェi等8品種であった。また，表1の品種

は全て有限伸育型を示す。供試材料中には無限伸育型品種

も含まれていたが，いずれも紫斑拉発生が多かった。

これら選定された品種のうち，抵抗性母本として利用性

が高いと思われるのは，毛茸色白で種皮色真ので207，箱

川，アキヨシ等であるが，霜Jllはウイルスの雁病性が高く

褐斑粒の多発すろ難点があり，一方，アキヨシは極晩生品

種に属して抵抗性に疑問が残されている。

熟 期 群 別 早 生 品 種 群 中 生 品 種 群 晩 生 品 種 群

成 熟 期 （月 日 ） ′） 9．3 0 10． 1 ′～ 1 0．2 1 10 ．2 2 ～

供 試 品 種 数 15 2 9 3 1

指　 標　 品　 種

早　　 生　　 金 （0．2 ） 霜　　　　　 川　 （ 0．8 ） ア　 キ　 ヨ　 シ （0．5 ）

　 T 2 0 7 （ 1．0 ）

花 嫁 茨 城 1 号 （ 1．2 ）

朝　　　　　 白 （0．8 ）

紫 斑 拉 発 生 の

筑　 後　 大　 豆 （0．8 ） 農　 林　 2　 号 （0．6 ） W h ite B i loェi （0．1 ）

コ ガ ネ ダ イ ズ　 （ 0．9 ） P ．Ⅰ． 2 38 9 26　 （ 1．1 ） 操　 田　 大　 豆 （0．5 ）

ボ ン　 ミ　ノ リ　 （ 1．0 ） 出　　 来　 追 （ 1．2 ） A o 8 d i8 m　 （0．5 ）

タ　 マ　 ム　 ス　 メ　 （ 1．2 ） P ．Ⅰ． 20 0 50 8　 （ 1．3 ） ほ　 う　 じ ゃ　 く　 （ 0．7 ）

少 な い 品 種　 圭

】

責　　 英　 11） （ 1．3 ） 黄　　　　　 豆 （ 1．4 ） 赤　　　　 爽 （ 0．8 ）

P ．Ⅰ． 2 0 0 47 9　 （ 1．4 ） P ．1 ， 8 0 8 3 7 （ 1．4 ）

W a r e （ 1．4 ）

房　 成 （ 1．4 ）

赤 爽 （長 野 ） （ 1．0 ）

注．品種名に付した括弧内は発生指数

4　摘　　　　要

111これまでの試験で紫斑粒発生程度の少なかった品種

や外国導入品種，計75品種を供試し，1980年及び1981年

に，ハウス内での紫斑病菌の人工接種及び散水条件下で紫

斑病抵抗性検定を実施した。

（2）この条件下での紫斑粒発生程度は，年次聞及び供託

品種の早晩性による差異がみられたが，圃場の発生程度を

上回っており，処理の効果が明らかであった。

13）供試品種を早生，中生及び晩生に大別した品種群か

ら紫斑粒発生の少ない品種を選定した。選定された品種は．

早生，中生及び晩生品種群で各々7，11及び8品種である
（表1）。


